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１．はじめに 

 このたび，表記の研究活動に対し栄誉ある日本農業気象学会普及賞を授与されることとなり，

身に余る光栄に存じます。この栄誉に感謝するとともに，受賞を支持してくださった方々，日頃

よりご指導を頂いた先生方に心よりお礼申し上げます。特に，推薦頂きました青木正敏先生と清

野豁農業気象学会長，格別のご配慮をいただきました真木太一前農業気象学会長，蔵田憲次学会

賞審査委員長，小沢聖小審査委員長および審査委員の方々には心より感謝申し上げます。 
 さて，私の受賞は「大規模畑地灌漑事業区の水需要構造の農業気象学的研究とその普及」で，

農業現場や行政との対応に携わってきたものにとっては大変嬉しい受賞です。この研究の発端は，

私が 1974 年，九州農試畑作部に赴任してから，1978 年の農林水産省の別枠研究「農業水利施設
系における水管理のシステム化に関する総合研究」の参加において，温暖地畑の水需要構造に関

する調査研究でありました。研究は南九州の大規模畑地灌漑事業地域の水需要に係わるいろいろ

な要素について今日まで取り組んで参りました。ここに，研究内容とその背景について述べさせ

て頂きます。 
 

２．研究内容とその背景 

2.1 南九州地域における水需要解析のための実蒸発散量，作物係数及び土壌水分の決定に係わる

研究 

2.1.1 各種作物からの実蒸発散量の評価 

 21世紀は水の時代と言われており，この中で特に水資源は非常に重要な課題であることは言う
までもないことでありますが，近年，水資源利用の増大に伴い農業用水資源の開発とその効率的

な利用法を普及するために，かんがい用水量の見直しが検討されています。そのため，畑地から

の蒸発散量が重要で，従来ライシメータ法やチャンバー法で時期別・個体別に測定されたもので

した。そこで，比較的広域な群落条件下で生育期間通して実蒸発散量を測定する必要があると実

感し，桜谷哲夫室長の下に測定を開始しました。私は，気象データに基づく畑耕地からの蒸発散

量の正確な値を求めことから始めました。まず，広域な畑耕地からの実蒸発散量をモルトンモデ

ル法によって推定可能であることを明らかにし，利用の可能性についても明らかにしました(Ohba 
and Paitoon, 1987)。続いて，南九州畑作地域における主要畑作物の栽培期間を通してボーエン比熱
収支法を用いて実蒸発散量を求めることにしました。その後，室員である丸山篤志博士をはじめ，

沖縄県農試比屋根真一氏の協力を得て，9 種類の作物について，蒸発散量の季節変化と作物係数
の値を成果情報・論文として公表し，畑地灌漑計画立案のための行政分野での利用に提供をしま

した(大場, 1988；比屋根・大場，2001；比屋根ら, 2004；Maruyama et al., 2004；Maruyama et al., 2005；
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Ohba et.al., 2005)。 
2.1.2 畑耕地から深層までの土壌水分推定のためのモデル化  
 私が都城に赴任したとき，土壌改良研究室の大嶋秀雄氏が原子力予算を獲得するため，中性子

水分計を利用した表層から深層までの土壌水分の把握をやることを考えていました。ちょうど，

修士論文で中性子水分計の基礎的研究を実施した経験を生かして取り組み，南九州の各種火山灰

土壌のキャリブレーションを作成し，月野原台地の 10 mまでの土壌水分の季節的変動を明らかに
しました(大嶋ら，1986；比屋根・大場，2001)。1988年に農林水産省研究機関の機構改革があり，
地域農試に総合研究チームが設置され，｢生態系から視た畑生産技術体系の確立｣の研究を推進す

ることになりました。この時期の農業情勢は畑地での窒素の過剰施肥や家畜排泄物の過剰投与に

よる河川や地下水の窒素濃度の上昇が問題になっていました。そのため，研究は環境保全型農業

を目指した畑生産技術体系の確立をすることがチームの出口として位置づけられました。作物・

気象・土壌肥料分野の構成で研究を始めることになり，桃木徳博チーム長の下で都城市周辺の台

地における浅層地下水の硝酸態窒素汚染の実態解析と軽減技術開発に取り組みました。これまで

の土壌水分の推定法は前任者の九州大学名誉教授鈴木義則先生が畑地の土壌水分の推定法を確立

していましたが，深層までの水移動については明らかになっていませんでした。そのため，農工

研に協力を求めて太田弘毅博士(農工研元部長)に都城での流動研究等による協力を得て，浅層地下
水の硝酸態窒素濃度把握の研究で使用するタンクモデルの利用法でお世話になりました。各種土

壌の pF‐水分曲線特性値を利用して，タンクモデルのパラメータを決定し，各地点土層の水分状
態推定法を確立しました。暖地畑の持続的環境保全型農業に資するため，窒素移動を含めた土壌

水分動態モデルを開発し，九州農試総合研究成果シリーズ 2 号として公表し，九州地域内におけ
る行政分野に利用できるものとして配布や公開を実施し，普及に努めました(太田ら，1992a；太
田ら，1992b；太田ら，1992c；雁野ら，1993；大場，1995；Ohba et al., 1995；大場ら，1995)。ま
た，その適用としてブラジルセラード地域の土壌水分の把握に用い，小乾期の影響を明らかにし

ました(Ohba, 1999)。1994年の九州地域の干ばつにおける土壌水分の評価に利用し，地域別の土壌
水分の状況を明らかにしました(大場ら，1999；大場ら，2001)。 
 
2.2 南九州畑作地帯における大規模畑地灌漑用水量の需要に係わる研究 

2.2.1 温暖地畑での灌漑がなぜ必要か 

 南九州地域は年降水量が 2400 mm前後と多く，我が国でも多雨地帯にあり，なぜ灌漑が必要か
という問題が一番でした。そこで，干ばつの歴史を研究することから始め，わが国における旱魃

の記録は歴史的史料によると推古天皇(625 年)時代が最初で，それ以降から 1900 年までに約 500
回の発生を記録している。その中で，7 世紀以降から現在までの九州沖縄地域に限定すると旱魃
回数は約 292 回を記録しており，1901 年以降の現在までの回数は 70 回で，約 3 年に 2 回の回数
で出現しており，かなり高い出現頻度でありました。続いて，福岡，熊本及び鹿児島における 4
月～9月の春夏作期間の無降水継続日数についてみると，無降水継続日数が 10日間以上の出現回
数は福岡で 173回，熊本で 183回，鹿児島で 156回であった。その内，15日間以上の出現回数は
各地とも 50 回前後であり，20 日間以上になると，福岡と熊本が 16 回で，鹿児島が 10 回の出現
回数であった。20 日間以上の出現回数は福岡，熊本が約 7 年に 1 回，鹿児島が約 11 年に 1 回の
頻度である。このように九州北部地域は旱魃の発生頻度が高いことが窺える。また，これまでの

最も無降水継続日数が長かったのは，福岡が 1904 年 8 月 1 日から 36 日間，熊本が 1994 年 9 月
12日から 28日間，鹿児島が 1915年 7月 8日から 30日間でありました。 
 これまでの旱魃被害発生状況と降水の分布形態変化から，以下のように分類されることが明ら

かになりました。①梅雨期前後の降水量が少ないことによる作物の播種・植付け適期の遅れによ

る旱魃被害。②夏季の少雨により，作物の生育遅延及び葉の萎凋や枯死，飲料水の枯渇や電力需
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要に影響があり，生活に及ぼす旱魃被害。③旱魃期間が梅雨期から夏季・秋季へと長期間になっ

たときの旱魃被害。 
 最近の旱魃を例にとると，①の場合が 1934年であり，②の場合が 1978年，③の場合が 1894年，
1967年及び 1994年と分類される。著者によると，南九州地域での連続干天が起きやすい時期は 5
月と 7～8月であることを指摘し，上記の分類①と②に当てはまる(大場ら，1999；大場，2002)。 
2.2.2 気候変動下における南九州畑地灌漑事業地域内の水需要 

 畑地灌漑は天水依存農法から旱魃による作物被害を軽減するために自然環境変化の影響を少な

くした積極的な水利用による施設型農法に転換する目的で，多大な費用を投入して生産の安定化

と農家の収益性向上にある。そのため，九州のような湿潤温暖な畑地域の灌漑用水量の需要につ

いて農業気象学的に検討した。南九州地域に分布する鹿児島県笠野原畑地灌漑事業区，南薩畑地

灌漑事業地区，宮崎県綾川畑地灌漑事業区および一ッ瀬畑地灌漑事業地区等の大規模畑地かんが

い事業地区の水需要構造について作物の種類別の水消費量や多目的水利用の解析を行うとともに

散水氷結法による軟弱野菜でも有効な凍霜害防止技術，乳牛舎の噴霧冷房技術として普及させた

(谷口・大場，1978；大場・小林，1988；大場ら，1997；柳ら，2005；大場，2007)。 
 異常気象年(1994 年)における日灌漑用水量の季節変化をみると，畑地のみの笠野原地区と南薩
地区では用水量の需要実態がかなり異なっている。笠野原では 3 月下旬～4 月上旬にピークが現
れ，その後は 6 mm/日前後で推移しているが，7 月上旬の連続干天が継続している期間に 9 mm/
日のピークが現れた。8月下旬～9月下旬までの連続干天で 4 mm/日の需要であった。これに対し
て，南薩地区では 3月に 2 mm前後の周期的変動がみられるが，7月上旬の連続干天時に最大 4 mm
のピークが現れ，その値は笠野原の半分程度であった。笠野原の 3 月下旬のピークは主に茶園の
凍霜害防止用水需要であり，南薩での同時期の需要も同様である(大場ら，1997；大場ら，2001)。 
水田・畑混在区の綾川と一ッ瀬地区は，ほぼ同様な変化形態を示しているが，早期水稲が始まる

3 月上旬からの立ち上がりの変化は同じで，普通期栽培期間の灌漑用水量もほぼ同じレベルで変
化している。しかし，一ッ瀬の 8 月からは急激な減少量であるが，綾川では 8 月に入っての急激
な減少は見られない。これは早期水稲より普通期水稲が含まれているためと考えられる(大場ら，
1998；大場ら，2001)。 
 
2.3 九州沖縄地域における気象災害と灌漑用水量のデータベースに係わる研究 

2.3.1 九州地域の気象災害のデータベース化 

 九州沖縄地域における気象災害の歴史的な被害実態解析について検討を行いました。九州沖縄

地域の各県における奈良時代から明治時代までの災異誌の書籍等が古くなっており，過去のデー

タが紛失など生じるおそれがあると思われました。そこで，各県の災害発生年代が同一に記述さ

れ，電子化による情報として閲覧できるように時代別のファイルにして CD-ROM版にして公表し，
一般に普及利用できる形で配布しました(大場ら，2004)。なお，大正時代から以降が電子化されて
いない点があり，今後の仕事として考えて参りたい。 
2.3.2 大規模畑地灌漑地域の使用水量のデータベース化 

 南九州に位置する大規模畑地灌漑事業区における通水開始から 1996 年度の期間について水使
用データを冊子による公表配布し(大場ら，1997；大場ら，1998；大場ら，2001a；大場ら，2001b)，
さらに電子化情報として 2006 年度までの水使用データを追加してデータベースを作成中であり
ます。なお，この成果は九州沖縄農業研究センターの Web上での公開に現在取り組んでおり，年
度末までには開設することにしているので利用して頂きたい。 
 

３．おわりに 
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 九州南部地域での農業では水利用型農業が全国平均より高い割合で営農されており，旱魃防止

の補給水，茶の凍霜害防止用水，降灰除去用水，作物・機械洗浄用水及び暑熱対策のための畜産

雑用水が重点に行われているが，多目的利用の拡大までには十分に至っていない。そのため，天

水依存型栽培と異なる水を生かした畑作物栽培技術の開発とその研究推進が必要であると思いま

す。さらに，地球温暖化に伴う温度上昇により，九州地域も温暖気候区から亜熱帯気候区へと移

行していく可能性もあり，降水形態や降水強度の変化等の問題が予想され，水資源確保と利用効

率向上を考えていく必要が考えられます。 
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